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令和５年１月

第44回　全国土地改良大会沖縄大会

『水土里の拓く
みるく世（ゆ）を　鳴らしとぅゆまし守禮の邦（くに）から』

二階会長挨拶

(左から)
農林水産省農村振興局長表彰　吉田　昇 氏
全国土地改良事業団体連合会長表彰　竹内　昭一 氏

参加者の皆様
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　“農を守り、地方を創る予算の確

保に向けて”をテーマにした、全国

水土里ネット、都道府県水土里ネッ

トの主催による「農業農村整備の集

い」が去る10月20日、シェーン

バッハ・サボー（東京都千代田区）

において開催され、コロナ禍の中、

国会議員を含め約1,100名の土地改

良関係者が駆けつけた。

　本会合には、藤木眞也農林水産大

臣政務官をはじめ、青山豊久農村振興局長、安部伸治農村振興局次長など農林水産省幹部が出席した。

　はじめに、主催者である二階俊博全国水土里ネット会長より挨拶があり､「農家の方々に期待を持って

働いていただける環境をつくるため、我々は、充分な予算確保に向け、一致団結する必要がある。さら

に、男女共同参画の目標達成へ本格的に取り組むよう求め､『闘う土地改良』は、限りなく続く」と強調

し挨拶された。

　その後、自民党の遠藤利明総務会長、森山裕ＴＰＰ・日ＥＵ・日米ＴＡＧ等経済協定対策本部長、江

藤拓総合農林政策調査会長、武部新農林部会長、進藤金日子参議院議員・都道府県水土里ネット会長会

議顧問、宮崎雅夫参議院議員・都道府県水土里ネット会長会議顧問の順に祝辞が述べられた。

　続いて、土地改良における男女共同参画を先駆的実践している水土里ネットやまなし・萩原丈巳総務

課長に、その顕著な活躍を称え二階会長より感謝状を授与された。

　その後土地改良関係予算の確保や、大規模災害からの復旧・復興を記した下記要請案文を来年の全国

土地改良大会主催県である福井県の野坂雄二福井県土連専務理事が朗読し全会一致で採択した。また、

女性理事の登用にいち早く取り組んだ岩手県胆沢平野土地改良区及川正和理事長から、その取り組みに

ついての事例発表があった。

　最後に、今年11月全国土地改良大会を開催する沖縄県土連知念武土副会長が登壇し、令和５年度当初

予算の獲得を目指してガンバロウの発声後大きな拍手で閉会となった。

　終了後、本県参加者は、本県選出の国会議員に要請活動を行った。

農業農村整備の集い

全国水土里ネット　二階会長挨拶



一　　食料自給力の維持・向上を通じて食料安全保障に寄与する土地改良事業の計画的・安定

　　的な推進のため、令和４年度補正予算及び令和５年度当初予算において、必要な予算を安

　　定的に確保すること。

二  　大規模災害からの復旧・復興や再度災害防止の取組を早急に進めること。また、災害対

　　応のデジタル化、事務手続きの更なる簡素化を図ること。

三　　農業の競争力強化のため、農地の集積・集約化、米から高収益作物への転換、スマート

　　農業の導入を促す農地整備を引き続き推進すること。

四　　農村地域の国土強靱化のため、老朽化した農業水利施設の更新・長寿命化や、豪雨・地

　　震対策等を引き続き推進すること。

五 　 ＩＣＴ、ＡＩ等の先進技術を活用して、土地改良施設管理の省力化・高度化を図るとと

　　もに、情報通信技術を扱う土地改良技術者等の人材育成を図ること。

六　　主として中小規模の土地改良区を対象とした合併等を推進するとともに、土地改良区に

　　おける複式簿記の定着・活用、燃料価格や農事用電力料金の急激な高騰への対応など、運

　　営基盤強化に対する支援を推進すること。

七　　流域治水の取組推進に当たっては、関係する農業水利施設の管理者や田んぼダムに取り

　　組む農業者に過度な負担や責任が生じないよう配慮すること。

八　　水田活用の直接支払交付金の見直しにおいて、土地改良に与える影響を踏まえ、必要な

　　措置を講ずること。

九　　上記事項の推進に当たり、水土里ネットが有する技術、経験などを十分発揮できるよう

　　配慮すること。

◆９の要請事項◆

8

令和５年１月
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埼玉県知事への要望活動

重点要望事項
１　大区画ほ場整備の推進
　　農業の競争力強化の実現のため、担い手への農地集積・集約化、米の生産コストの低減及び野菜等の高
　収益作物導入を促す水田の大区画化、汎用化を推進すること。

２　農業水利施設の計画的な更新
　　農業水利施設の多くは、高度経済成長期に整備され、造成後40年以上が経過した施設が約4割を占め、
　老朽化が進んでいる。
　　これらの施設の機能を維持･発揮に必要な補修・更新を、計画的かつ着実に推進すること。

３　農業用ため池の防災、減災対策の推進
　　県内のため池468箇所の内、防災重点ため池が244箇所ある。
　市町村がこれらの耐震、豪雨及び劣化調査を実施したところ、９割を超える施設の防災工事が必要との結
　果となった。
　　国は、「防災重点農業用ため池に係る防災工事等の推進に関する特別措置法」により、令和12年度まで
　に計画的に調査設計、工事の実施を目標としている。
　　防災重点ため池の補修、更新を、計画的かつ着実に推進すること。

４　農業集落排水施設の更新
　　県内の農業集落排水施設131か所について、老朽化が進行した施設の補修・更新を進めているが、令和
　３年度末現在で、供用開始後20年以上経過した施設のうち、補修・更新が未実施の施設は51施設ある。
　　農村における生活環境維持のため、施設の補修・更新を計画的かつ着実に推進すること。

　本会では去る10月31日、県内８つの土地改良推進協議会長の連名で、大野元裕知事に予算要望活動
を実施した。本会からは、三ツ林裕己会長（葛西用水路土地改良区理事長、衆議院議員)、原田信次副会
長（美里町長)、坪井茂副会長（見沼代用水土地改良区理事長)、大図早孝常務理事、細井清隆事務局長
が県庁を訪れ、大野知事ほか、砂川裕紀、高柳三郎両副知事、小畑幹農林部長、木村眞司農村整備課長
へ下記４項目の要望書を手渡した。
　重点要望事項の説明に対して、大野知事から『農業水利施設等の管理を担い、県土の発展を支えてい
る皆様に敬意を表すとともに、要望については、予算編成作業の中でしっかり検討していきたい』と述
べられた。

（左から）原田副会長、三ツ林会長、大野知事、
坪井副会長、大図常務理事

意見交換の様子
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　本会は11月７日(月)に令和４年度第３回理事会・第
３回監事会を開催した。次の議事について審議し、それ
ぞれ全て原案通り可決された。
【第３回理事会議事】
　議案第１号　令和４年度収支補正予算について
｠（報告事項）｠今後の会議開催予定、令和４年度収支状
　　　　　　　況について
【第３回監事会議事】
　議案第１号　令和４年度収支補正予算（案）の承認に
　　　　　　　ついて

令和４年度　第３回理事会・第３回監事会

理事会の様子

お問合せ先　水土里ネットさいたま　事業部農村整備課　根岸　ＴＥＬ　０４８－５３０－７３４８

農業基盤整備資金の金利改定について
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　令和５年１月19日付けの株式会社日本政策金融公庫の農業基盤整備資金の金利改定について、
下記のとおりお知らせいたします。

融資期間別（一例）融資期間に
かかわらず

都道府県営補助残
団 体 営 補 助 残
非　補　助　一　般
非補助利子軽減
災　害　復　旧

２０年１５年１０年５年

（単位：％）

区　　分

改　　訂　　前

融資期間別（一例）融資期間に
かかわらず ２０年１５年１０年５年

改　　訂　　後

連合会日誌

東 京 都
鴻 巣 市
鴻 巣 市
東 京 都
熊 谷 市
沖 縄 県
さ い た ま 市
さ い た ま 市
栃 木 県

20日
24日
１日
４日
７日
22日

28日～12月２日
31日

８日～９日

農業農村整備の集い
男女共同参画推進研修会
統合整備推進研修（会計研修）
さいたま水土里ネット女性の会現地研修
第３回監事会・第３回理事会
全国土地改良大会沖縄大会
土地改良区体制強化事業施設管理研修（後期）
埼玉県知事への要望活動　
水土里ネット職員研修会

開　催　日 会　　議　・　行　　事 開　催　地

10月

12月

11月



　土地改良区体制強化事業 施設・財務管理強化対策において実施した「令和４年度土地改良施
設の診断・管理指導」について、本年度は定期診断・要請診断を合わせ延べ45地区、79施設
の診断を行った。

　県内の基幹的土地改良施設を対象（下表）に、竣工年度や過去の整備補修年度等から勘案し、
当会で選定した施設の診断指導を実施するもの｡（10年サイクル計画）

令和4年度　土地改良施設の診断・管理指導結果の概要

◎定期診断指導

　定期診断：令和４年7月～10月
　要請診断：令和４年7月～8月（緊急に要請診断が必要な場合等は期間外も実施）

＜診断実施期間＞

　基幹的な土地改良施設で、農業用施設機能を有するおおむね以下の施設。
＜診断対象施設＞

【 定期診断対象地区及び施設数 】  (H29年度土地改良施設調査より）

改良区 市町村 計 ダム 頭首工 用排水機 樋（水）門 ため池 水路 その他 計

76

16

30

5

106

21

-

-

24

0

875

57

488

49

-

-

-

-

-

-

1,387

86

※ その他：水管理施設、除塵機など

数設施良改地土土地改良区・市町村数

埼玉県全体

うち令和４年度
診断対象

区　分
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ダム 頭首工 用排水機 樋（水）門 ため池 その他種目 水路

受益面積 10ha以上 20ha以上

　当年度定期診断指導施設以外の施設で、土地改良区等から要請のあった場合に実施するもの。
◎要請診断指導



k1 k2 k3 k4 計

2

54

56

3

16

19

1

3

4

6

73

79

0

0

0

 緊急度   中    (k3)  経年的な機能低下傾向にあり、計画的な整備補修の検討を要するもの
 緊急度   小    (k4)  運用上支障はないが機能低下の兆候も出てきており、経過の観察を要するもの

 緊急度  重大  (k1)  機能低下が著しく、早急に整備補修を要するもの
 緊急度   大    (k2)  機能低下が見られ、整備補修の検討を要するもの

総合評価

定期診断指導

要請診断指導

計

　定期診断　  6　施設中、    1　施設
　要請診断　73　施設中、  31　施設　　※R5.1.5時点

12
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【 令和４年度　診断実施施設 】　

【 令和４年度　診断結果 】　

※重複地区あり

改良区 市町村 計 ダム 頭首工 用排水機 樋水門 ため池 水路 その他 計

4

31

35

1

9

10

5

40

45

-

0

0

0

2

2

2

43

43

4

16

20

-

1

1

-

8

8

-

3

3

6

73

79

本年度診断施設の適正化事業への加入計画予定状況（R５新規加入に限る）

（R5.1.5時点）

区分
数設施良改地土土地改良区・市町村数 指導

延日
数

定　　期
診断指導

37要　　請
診断指導

計

k1
74%

k2
22%

k3
4%k3

17%

k2
50%

k1
33%



令和５年度農林水産関係予算の骨子

　令和５年度予算の政府案が昨年12月23日(金)に閣議決定されました。
　農林水産予算総額は別表のとおり２兆2,683億円（対前年比99.6％）を計上。このうち農業農村整
備事業概算決定額は、3,323億円（対前年比100.1％）となっている。

令和５年度　農林水産予算概算決定の概要

総　括　表

公共事業費一覧

（注）１．金額は、関係ベース。
　　　２．計数整理の結果、異動を生じることがある。
　　　３．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

（注）１．金額は、関係ベース。
　　　２．計数整理の結果、異動を生じることがある。
　　　３．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。
　　　４．農業農村整備事業関係予算は、6,134 億円。その内訳は以下のとおり。
　　　　　・農業農村整備事業 3,323 億円
　　　　　・農山漁村地域整備交付金のうち農業農村整備分 591億円
　　　　　・非公共の農業農村整備関連事業 543億円（農地耕作条件改善事業、畑作等促進整備事業、農業水路等長寿命化・防災減災事業、
　　　　　　農山漁村振興交付金）
　　　　　・４年度補正額（農業農村整備事業）1,677 億円

４　　　年　　　度
予　　　算　　　額

５　　　年　　　度
概　算　決　定　額

区　　　　　分

億円 億円
22,777

（対前年度比）

１. 公 共 事 業 費 6,980
（対前年度比）

6,780
（対前年度比）

200
（対前年度比）

２. 非公共事業費 15,797

22,683

6,983

6,782

201

15,700
（対前年度比）

－

－

－

－

－

99.6%

100.0%

100.0%

100.6%

99.4%

農 林 水 産
予　　　算　　　額

一 般 公 共
事 業 費

災 害 復 旧 等
事 業 費

４　　　年　　　度
予　　　算　　　額

５　　　年　　　度
概　算　決　定　額

区　　　　　分

億円 億円

（対前年度比）

農 業 農 村 整 備

（対前年度比）

林 　 野 　 公 　 共

（対前年度比）

治　　　　　　　山

（対前年度比）

森 　 林 　 整 　 備

（対前年度比）

水 産 基 盤 整 備

（対前年度比）

海　　　　　　　岸

（対前年度比）

農 山 漁 村 地 域
整 備 交 付 金

（対前年度比）

一般公共事業費計

（対前年度比）

災 害 復 旧 等

3,321

1,867

620

1,247

727

81

784

6,780

200

6,980
（対前年度比）

3,323
100.1%

1,875
100.4%

623
100.4%

1,252
100.4%

729
100.3%

81
100.0%

774
98.7%

6,782
100.0%

201
100.6%

6,983
100.0%

公 共 事 業 費 計

13

　　　　　　　　第655号



14

令和５年１月

　去る12月８日(木)から９日(金)にかけて、土地改良区職員を対象にした標記研修会が開催され、19
名の方々にご参加いただいた。

研修を終えて
　これから男女共同参画の推進に向けて、実際に先進地を視察することによって、女性の登用にかかる
様々な課題を肌で感じられた研修となりました。土地改良区の皆様には、研修の成果を持ち帰っていた
だき、今後の運営に役立てていただければと思います。

講師：星野　恵美子　氏 講師：沼尾　一郎　氏

１　バス車内研修
　　①　男女共同参画の推進について
　　　　講師：埼玉県土地改良事業団体連合会　事務局長　細井　清隆　氏
　　②　土地改良施設緊急支援事業について
　　　　講師：埼玉県土地改良事業団体連合会　総務部団体支援課長　加藤　勝　氏

２　那須野ヶ原土地改良区連合
　　①　那須野ヶ原土地改良区連合について
　　　　　―究極の生き残り作戦―　”米と電気は自分でつくろう”
　　　　講師：那須野ヶ原土地改良区連合　専務理事　星野　恵美子　氏
　　②　西岩崎頭首工見学
　　　　講師：那須野ヶ原土地改良区連合　事務局長　後藤　伸一　氏

３　農事組合法人 日光アグリサービス
　　〇　ほ場整備を契機とした地域振興について
　　　　　～集落営農組織の法人化と、地域の活性化について～
　　　　講師：農事組合法人　日光アグリサービス　代表理事組合長　沼尾　一郎　氏
　　　　　　　栃木県土地改良事業団体連合会　土地改良換地士　福田　信博　氏

水土里ネット職員研修会

研　修



　さいたま水土里ネット女性の会は、令和４年11月４日、活動計画の一環として現地研修会を実施し、県、
土地改良区、県土連の女性職員を合わせて、25名が参加した。
　研修では、豊洲市場、国会議事堂内の見学や衆議院議員会館議員事務所への訪問と有意義な研修になっ
た。議員会館で進藤金日子都道府県水土里ネット会長会議顧問から、令和４年度農林水産関係の補正予算
についてのお話を伺った。国会議事堂では、衆議院の本会議場や伊藤博文、板垣退助、大隈重信の銅像が
立っている中央広間、議事堂の中で最も華麗なつくりとなっている天皇陛下の御休所、各都道府県から寄
贈された木が植えられている前庭を見学。歴史ある建物や豪華な装飾に参加者一同が感動した。見学終了
後には、土地連三ツ林会長（さいたま水土里ネット女性の会顧問)、宮崎雅夫都道府県水土里ネット会長
会議顧問のお二方に駆けつけていただき、土地改良区における女性の活躍について述べられた。
　今回の研修は、女性の会設立後、初めての現地研修会だったが､「他の土地改良区の方々と交流ができ
て、とてもよかった｡｣「普段はなかなか行けない場所を見学し、貴重な経験ができた」などの感想をいた
だき、会員同士のコミュニケーションも図れ、各々の見分を広めることができた。今後は会員の皆様との
ネットワークをさらに広げ、活躍を促進するための研修を計画していきたい。

三ツ林会長と記念撮影 豊洲市場外観

進藤金日子顧問と記念撮影 宮崎雅夫顧問と記念撮影

さいたま水土里ネット女性の会　現地研修会さいたま水土里ネット女性の会　現地研修会さいたま水土里ネット女性の会　現地研修会
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お知らせ

◆土地改良区理事、監事、職員並びに市町村担当職員等研修会

◆さいたま水土里ネット女性の会 会員募集中です！

お問合せ先  水土里ネットさいたま　総務部団体支援課　加藤　ＴＥＬ ０４８－５３０－７３５６

お問合せ先　　水土里ネットさいたま　総務部総務課　天野　ＴＥＬ ０４８－５３０－７３３５

と　き 令和５年３月１日（水）

※新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては中止となる場合がございます｡

16

令和５年１月

　各土地改良推進協議会（さいたま、川越、東松山、秩父、本庄、大里、加須、春日部）合同

で下記のとおり開催いたしますので、お知らせします。

　さいたま水土里ネット女性の会は、ネットワークを継続していけるような仕組みを作ってい

くことで、会員同士の交流を深め、お互いが啓発しあう中で自身のスキルや能力を向上させる

こと、女性活躍に向けた環境づくりを促進することを目的とした組織です。

場　所 鴻巣市文化センター（クレアこうのす）小ホール

資　格 本会の目的に賛同する各地域水土里ネットの女性職員（臨時職員含む）

会　費 なし

会員数 ６７名（令和４年12月現在）
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　本会では、さいたま・川越・東松山・秩父・本庄・大里・加須・
春日部の各土地改良推進協議会との共催で、第10回「彩の国｠農
業・農村景観フォトコンテスト」を開催した。
　埼玉県内の豊かな自然環境や美しい農村環境、農業の魅力を広く
一般の方々に紹介し、関心を高めていただくために､「埼玉を彩る
農業・農村の水土里（みどり)」をテーマに募集したところ、県内
の多くの方々からご応募をいただき、全313点の作品が集まった｡
　写真家の吉田功氏をはじめとした18名の審査員による審査が行
われ、水土里ネットさいたま会長賞１点、各土地改良推進協議会会
長賞８点、入選10点、学生優秀賞、審査員長特別賞が決定した。

　表彰式は令和４年12月13日(火)本会大会議室
において開催され、吉田審査員長より講評をいた
だき、受賞者の方々には表彰状と記念品が授与さ
れた。
　また、令和５年１月13日(金)から15日(日)の
３日間、さいたま市のレイボックホール（さいた
ま市民会館おおみや）展示室において写真展を開
催した。

会長賞の皆様

写真展の様子

入選・特別賞の皆様

第10回  彩の国  農業・農村景観フォトコンテスト

吉田審査員長

審査の様子

テーマ　～埼玉を彩る農業・農村の水土里～
み　ど　り



水
土
里
ネ
ッ
ト
さ
い
た
ま
会
長
賞

　

「
濃
霧
の
中
で
」
寺
澤
俊
博

　
　
　
　
　
　
　

（
撮
影
場
所
：
狭
山
市
堀
兼
）

受　賞　作　品
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講評：霧で背景が見えないことで、収穫作業する人物が強調されました。
　　　高齢者と思えない二人は、夫婦なのか友人同士なのか。いずれにしても　　
　　　若い世代が、農業に従事してくれることで県内の農に対する不安が和らぐ。
　　　このタイミングを狙っていた作者に拍手です。

講評：広角レンズを使用して、苗のそばまで寄って撮影したこと
　　　で、苗に育つ強さが表現されました。親子で取り組む体験
　　　学習ですが、ボランティアの存在感も効いてます。全体に
　　　爽やかさと広がりがあります。苗のスペ－スを多くしたの
　　　が成功しました。

講評：完成度の高い作品になりました。水田に植えられた苗もしっ
　　　かりわかるし、水面に映る蛍光も光跡も表現されています｡
　　　撮影の時間帯、機材の準備、蒸し暑い無風状態等、作者の計
　　　算通りでした。ベテランならではの傑作です。

川越土地改良推進協議会会長賞
｢ホタル舞う頃」大谷木 春男
(撮影場所：毛呂山町）

さいたま土地改良推進協議会会長賞
｢泥まみれになって」中條 義男
(撮影場所：さいたま市見沼区)
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講評：有形登録文化財としての間瀬堤管理橋。コンクリ－トが苔
　　　に覆われて歴史を感じます。泡の流れをブラす狙いでした
　　　が、シャッタ－速度が遅すぎて急流になりました。橋の苔
　　　や歴史をしっかり写したのに、ゆったりとした時の流れと
　　　矛盾したのが惜しまれます。

講評：朝日を浴びた麦畑に曲線を描いて、穂が生育している光景が
　　　見事です。斜光線が作り出す林の陰が、この麦をいっそう引
　　　き立てています。上部をトリミングすると麦畑の広さや輝き
　　　をさらに印象付けたことでしょう。

大里土地改良推進協議会会長賞
｢麦のめざめ」今井 秀和
(撮影場所：熊谷市）

本庄土地改良推進協議会会長賞
｢ダムからの流れ」飯川 逸彦

(撮影場所：本庄市)

講評：今ではほとんど見ることのない虫取り網で遊ぶ姿。広がり
　　　のある田園地帯を背景に少女を低いポジションから撮影し
　　　たことで、子どもに元気の良さを感じます。夕方の柔らか
　　　い光がこの少女を魅力的にしています。構図的にも良かっ
　　　たですね。

講評：見事な一枚です。すぐ目につきました。偶然の一枚と謙遜し
　　　ていますが、日頃からの水田の広がりと日が沈む方向など承
　　　知していて撮れた作品でしょう。田に日が映り込むタイミン
　　　グ、そこに人物が入り込む読み、太陽を入れずに撮ったこと
　　　など優れた作品でした。

春日部土地改良推進協議会会長賞
｢たそがれ」斉藤 郁太郎
(撮影場所：久喜市）

加須土地改良推進協議会会長賞
｢田んぼ遊び」馬場 歩
(撮影場所：行田市)

講評：一見すると風景写真のように見えます。作物が何かわかり
　　　づらいのが難点です。この広さですから何もないわけがな
　　　い。霧の向こうの太陽に魅かれたかも知れませんね。手前
　　　の稲か麦かを広角で大きく写し、朝霧と太陽を入れれば良
　　　かったと思います。

講評：軒下に干し柿、屋根に大根。秩父地方の風物詩です。
　　　毎年この頃になると農家の主婦は冬支度に追われるのでしょ
　　　うね。屋根に樹木の陰があることで、陽だまりに干している
　　　ことや、女性が大根を手にしたタイミングで撮ったことは見
　　　事でした。

秩父土地改良推進協議会会長賞
｢初冬」野口 仲一
(撮影場所：皆野町）

東松山土地改良推進協議会会長賞
｢朝霧が出て」栗島 進
(撮影場所：吉見町)
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｢回転まぶしを吊る親娘｣
野原 清

(撮影場所：長瀞町)

｢麦秋｣
矢板 博

(撮影場所：飯能市)

｢仲春の田んぼ道｣
高橋 範人

(撮影場所：さいたま市桜区)

｢春の農作業｣
田中 幸男

(撮影場所：小川町)

｢レタス畑｣
渡辺 郁花

(撮影場所：美里町)

｢誇り｣
田中 薔華

(撮影場所：横瀬町寺坂棚田)

｢ジャンボ麦ワラ人形｣
真下 廣義

(撮影場所：熊谷市)

｢田植前の準備｣
堀之内 稔

(撮影場所：蓮田市)

｢収穫の花田圃｣
清水 洋

(撮影場所：加須市)

学生優秀賞
｢小さなスイカ」北崎 想大
(撮影場所：幸手市）

審査員長特別賞
｢農を受けつぐ」小沢 昭江
(撮影場所：坂戸市)

入選

講評：女性らしい視点で撮影されました。
　　　運転する娘に直接声を出して助言する父。声を出さずとも、心配
　　　で両手に力の入る祖父。この場面を正面から撮れたのは作者が母
　　　親だからかな？後方の鉄塔が左寄りのバランスを支えています。

講評：こうした球面の被写体は初心者が、ピントを合わ
　　　せるのに苦労するのですが、この作品はそういう
　　　問題を難なくクリアしています。手前の繊毛が
　　　しっかり見えてます。スイカの下の倒木を半分に
　　　して、上部のつるがつながるよう撮れると生命力
　　　も表現出来ました。
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